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今年の漢字!! 
                           校 長 高久

たかく

 正行
まさゆき

 
 ２０２３年も残りひと月となりました。秋はいつ来るのかと思っているうちに、あっという間に冬がやって来

たような感じを受けます。 
 さて、１１月を振り返ってみると、上中生が校外の至るところで活躍している場面が

多く見られました。まず、埼玉県中学校新人体育大会において、女子バスケットボール

部がベスト４に、柔道部個人戦でベスト８に入る好成績を残しました。また、吹奏楽部

はアンサンブルコンテスト中央地区大会において管楽八重奏で金賞を受賞、埼玉大学の

むつめ祭でも大学生と合同演奏をさせていただきました。美術部は、大久保東公

民館文化祭において、油絵の展示を行いました。２年生は「未来くるワーク体験」

を３日間実施し、地域の多くの事業所等の協力のもと職場体験を行う貴重な機会

をいただきました。さらに、上大久保地区防災訓練や桜区避難所開設・運営訓練

に加え、大久保地区体育祭にも多くの生徒が参加いたしました。部活動の日頃の

活動の成果をご覧いただくことはもちろんのこと、防災訓練のような地域の行事に参加している上中生の姿を

見ていただくことはとても意義深いことと思っております。今後も上中生の姿を温かく見守っていただければ

幸いです。 
１２月には、「さいたま市未来

み ら

くるFM放送局」において、本校生徒会本部役員による学校紹介が放送される予

定となっていますので、機会がありましたらぜひご視聴ください。（放送日は１２月１０日（日）１２時３６分

頃 REDS WAVE 87.3 FM）また、本校生徒会では、難民の皆さんに服を届ける活動“届けよう、服のチカラ”プ

ロジェクトを行っています。近隣の小学校をはじめ、多くの皆様にお願いをしたところ、当初の予想を大きく上

回る量の不要となった子ども服が集まっています。ご協力に感謝申し上げます。 
 話は変わりますが、１２月になると密かに楽しみにしているイベントがあります。それは、今年の世相を漢字

一字で表現する年末の風物詩「今年の漢字」です。 
「今年の漢字」は、1995年から漢字の素晴らしさや奥深い意義を伝えるための啓発活動の一環として始まりました。毎年年末に一年 
の世相を表す漢字一字を全国から募集しています。そして、最も応募数の多い漢字を12月12日（いい字一字）の「漢字の日」にち 
なんで、京都・清水寺で森清範貫主の揮毫により発表しています。そして、一年の出来事を清めるとともに新年が明るい年になること 
を願い、清水寺にて奉納の儀式を行っています。一年を振り返り選ばれた漢字一字からは、さまざまな出来事を回想することができます。 

＜公益財団法人 日本漢字能力検定協会＞ホームページから引用 
ここ１０年の選ばれた漢字を挙げてみると、輪（2013 年）、税（2014 年）、安（2015 年）、金（2016 年）、北

（2017年）、災（2018年）、令（2019年）、密（2020年）、金（2021年）、戦（2022年）となっています。同

じ時期に発表される「新語・流行語大賞」とともに、「今年の漢字」は今年一年を振り返ることのできる催しだ

と考え、学級担任をしていたときには、生徒に今年の漢字を考えさせていたものです。今夏の猛暑のことを考え

ると、今年の漢字は「暑」を予想しますが、いかに・・・。しかしながら、校長という立場で今年の漢字を考え

ると、「始」という漢字が浮かびました。新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が５類に移行されたこ

とが、学校現場としては今年一番の大きな出来事であり、大きな節目だと思っています。行動制限の緩和により、

学校行事をはじめ様々なことが、コロナ禍以前に戻ってきました。多くの保護者・地域の皆様に生徒の活躍して

いる様子も見ていただけるようにもなりました。このことから、今年を学校として「再始動」した年と考え、「始」

を挙げてみました。ぜひ、皆さんも今年一年を振り返り、漢字一文字で表してみてはいかがでしょうか。 
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